
 

 

 

 

 

 

 

１ 都小道研組織の発展のために 

〇 「都小道研 細則」第２条 各部の事業内容には「研究発表会・講演会の企画運営、 

研究助成校の選出と諸事情等」とあります。時代と共に都小道研各部に要請される役割

も変容し、現在の事業部が担っている役割とは大きく乖離していることが分かります。  

このことは、約５年前から指導者研修会でも話題に挙がっては消え、消えては話題に

挙がることが繰り返されてきました。さらに今般は、事業部員が活動の意義を見出し、

士気を高めていくためにも、活動内容や細則の見直しを求める声が大きくなりました。 

そこで、都小道研に関係する皆様方に慎重にかつ丁寧に説明を重ね、ご理解とご協力

を得る動きを始めてみます。具体的な歴代事業部長及び部員の声は以下のとおりです。 

 ・ 多摩地区で優れた道徳授業実践や研究がなされている。 

・ さらに多摩地区でもっと学びたい。 

 ・ 多摩地区から研究部・研修部・調査部等への参加が交通の関係で難しい。 

・ 教員不足や病休がある場合、補教等に入ることも多く特に遠方への出張が難しい。 

・ 勤務校を離れて研究会に出ることが、より一層困難になってきている。 

↓そこで 

◎ 都小道研が多摩地区で学ぶ場や機会の確保を提供することにより、道徳キャリアの形

成を持続しやすくすることができると考えました。この機能を果たすことは、都小道研

組織の今後の発展のためには必要不可欠と考えます。 

※ 今後、以下の方針で細則の改訂に取り組んでいく所存です。 

(1)名称：事業部から、実践部とする。 

(2)内容：①多摩地区を中心に研究授業、講演会、研修会を企画・運営、実践的な研究に

取り組む。 

    ②主に多摩地区の市町村の道徳部と連携し、道徳教育の発展を目指す。 

    ③「弥生会」との連携を図るための、都小道研の窓口としての役割を果たす。 
２ 第６２回臨時総会並びに研究発表大会 

【南小岩小授業者 学年学級 教材名 内容項目】 
                   みつばち３・４  「泣いた赤おに」   友情、信頼 

１－１ 「くりの み」 親切、思いやり   ２－２ 「ぐみの木と小鳥」 親切、思いやり 

 ３－１ 「花さき山」  感動、畏敬の念   ４－２ 「絵はがきと切手」 友情、信頼 

５－２ 「稲むらの火」 生命の尊さ       ６－１ 「手品師」     正直、誠実 

【都小道研授業者 学年学級 教材名 内容項目】 
１－２ 「くりの み」 親切、思いやり   ２－１ 「ゆっきとやっち」 友情、信頼 

３－２ 「花さき山」   感動、畏敬の念   ４－１ 「泣いた赤おに」   友情、信頼 

５－１ 「銀のしょく台」相互理解、寛容    ６－２ 「気をつけるのよ」 生命の尊さ 

３ 令和７年度の主な予定（☆追加分）                      

〇 ６月 ６日（金）定期総会並びに講演会  （講師：堀田 竜次 先生 依頼済） 

６月２０日（金）役員の還暦をお祝いする会（全小道研主催）アルカディア市ケ谷 

☆１１月２０日（木）・２１日（金）全国小学校道徳教育研究大会広島大会 
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１１月２８日（金）関東地区小学校道徳教育研究大会茨城大会（土浦・土浦第二小） 

  ２月 ６日（金）研究発表会並びに臨時総会（講師：堀田 竜次 先生 依頼済） 

☆ ２月１３日（金）全小道研研究発表大会  （日野・日野第一小） 

４ 都小道研ＯＢ会との連携 

〇 11 月 15 日（金）にＯＢ会 渡辺 一雄 副会長から事前にお電話をいただいた後、

大変貴重な折茂先生の書「自己実現」19 枚、「和顔愛語」27 枚を宅配便でお届けいただ

きました。南小岩小で保管しておきます。誠にありがとうございました。 

〇 11 月 20 日（水）青梅市立藤橋小学校に於ける事業部授業研究会にＯＢ会 田代会長、

宇津木先生にご出席いただきました。その後の弥生会には、さらに多くの顧問・ＯＢも

参加され、「都小道研組織の発展」と題して、今後の事業部について話しました。 

５ 関小道研との連携 

【千葉大会（11月 29日）を終えて】 

〇 星野・松野・宮本副会長、土生津研修部長、松井前会長と一緒に、千葉大会に出席し

て参りました。課題別分科会は、都小道研を代表して研修部 九鬼 秀治 教諭（提案）

が「道徳教育の要として各教科等の『補充』『深化』『統合』を意図した授業実践」につ

いて提案し、若水 龍 教諭（司会）、土生津 静 校長（指導助言）がサポートする中

で、立派に役割を果たされました。研修部の皆様、ありがとうございました。 

〇 閉会式では、関小道研 長谷川会長から松井前会長に感謝状が手渡されました。松井

先生、大変お疲れ様でした。 

１年前の東京大会の諸々を想起し、千葉県 長谷川会長をはじめ大会実行委員の皆様

に感謝と労いの念をもち、レセプションまでの全日程に参加させていただきました。 

６ 全小道研との連携      

【徳島大会（11月 14・15日）を終えて】 

〇 14 日は、徳島市国府小学校を会場とした全体会、公開授業（12 学級公開）、授業研究

分科会、その後の懇親会の途中で、本場の阿波踊りに触れる機会を得ました。 

  15 日は、課題別分科会、堀田調査官による講演、絵本作家 くすのき しげのり先生

の記念講演等がありました。作品一つ一つに流れる子供たちをめぐるエピソードや先生

の温かい語りの後の読み聞かせに何度も心がジーンと動かされました。 

【第４７回研究発表大会（２月 14日）に向けて】 

〇 寄せられたご意見等を可能な限り盛り込み、調査部が発表原稿の完成・提出しまし

た。お疲れ様でした。今後は発表画面の成作等をよろしくお願いします。 

７ 都教委との連携 

〇 東京都道徳教育推進委員会「授業力向上セミナー（全３回）」  

済第１回：10 月 ３日（木）13:40～  中野区立啓明小学校  保科 正子 先生 

済第２回：11 月 26 日（火）13:45～  稲城市立長峰小学校  中野  学 先生 

第３回：12 月 ５日（木）13:35～  渋谷区立鳩森小学校   高橋 晶子 先生 

※ 都小道研会員が、協議会の進行、質疑応答等の様々な場面で活躍しています。 


